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注 意 事 項

1. 試験開始の合図があるまで，この問題冊子，解答用紙を開いてはいけない。

2. 問題冊子の白紙のページや問題の余白は草案のために使用してよい。なお，ペー
ジの脱落，印刷不鮮明の箇所などがあった場合には申し出ること。

3. 解答は，必ず黒鉛筆（シャープペンシルも可）で記入し，ボールペン・万年筆な
どを使用してはいけない。

4. 解答用紙の受験記号番号欄（1枚につき 2か所）には，忘れずに受験票と同じ受
験記号番号をはっきりと判読できるように記入すること。

5. 解答は，必ず解答用紙の指定された箇所に記入すること。

6. 解答用紙を持ち帰ってはいけない。

7. 試験終了後，この問題冊子は持ち帰ること。
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1 　 次の性質をもつ数列 {an}を考える。

a1 = 3

an+1 > an (n = 1, 2, 3, . . .)

a2n − 2anan+1 + a2n+1 = 3(an + an+1) (n = 1, 2, 3, . . .)

(1) n = 1, 2, 3, . . .に対し，an + an+2を an+1を用いて表せ。

(2) bn = an+1 − an (n = 1, 2, 3, . . .)により定まる数列 {bn}の一般項を求めよ。

(3) 数列 {an}の一般項を求めよ。

2 　 t > 0を実数とする。座標平面において，3点A(−2, 0)，B (2, 0)，P
(
t,

√
3 t

)
を頂点とする三角形ABPを考える。

(1) 三角形ABPが鋭角三角形となるような tの範囲を求めよ。

(2) 三角形ABPの垂心の座標を求めよ。

(3) 辺AB，BP，PAの中点をそれぞれM，Q，Rとおく。tが (1)で求めた範囲を動
くとき，三角形ABPを線分MQ，QR，RMで折り曲げてできる四面体の体積の
最大値と，そのときの tの値を求めよ。
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3 　 サイコロを 3回投げて出た目の数を順に p1，p2，p3とし，xの 2次方程式

2p1x
2 + p2x+ 2p3 = 0 · · · · · · (∗)

を考える。

(1) 方程式 (∗)が実数解をもつ確率を求めよ。

(2) 方程式 (∗)が実数でない 2つの複素数解 α，βをもち，かつ αβ = 1が成り立つ確
率を求めよ。

4 　 a > 0を実数とする。関数 f(t) = −4t3 + (a + 3)tの 0 ≦ t ≦ 1における最大値
をM(a)とする。

(1) M(a)を求めよ。

(2) 実数 x > 0に対し，g(x) = M(x)2とおく。xy平面において，関数 y = g(x)の
グラフに点 (s, g(s))で接する直線が原点を通るとき，実数 s > 0とその接線の
傾きを求めよ。

(3) aが正の実数全体を動くとき，
k =

M(a)√
a

の最小値を求めよ。
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